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使用上の注意事項改訂のお知らせ 
 

ACE-Ⅰ降圧剤 

デフォルダー15mg錠 
(塩酸デラプリル錠) 

 
 

今般、自主改訂により下記の通り使用上の注意事項を変更致しましたので、お知らせ申し上げ

ます。（下線部分が変更箇所です。） 

今後のご使用に関しましては、下記内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

 

記 

改訂後 改訂前 
3．相互作用 

(１)併用禁忌（併用しないこと） 

    （変更なし） 

(２) 併用注意(併用に注意すること) 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

（変更なし） 

カリウム保持性利
尿剤 
 スピロノラクトン 
 トリアムテレン等 
エプレレノン 
カリウム補給剤 
 

血清カリウム値が上
昇することがあるの
で注意すること。 

本剤のアルドステロ
ン分泌抑制作用によ
りカリウム貯留作用
が増強することによ
る。 
危険因子：特に腎機
能障害のある患者 

（変更なし） 

降圧作用が減弱す
ることがある。 

非ステロイド性消
炎鎮痛剤・ＣＯＸ-
２選択的阻害剤が
プロスタグランジ
ンの合成を阻害し、
本剤のプロスタグ
ランジンを介した
降圧効果を減弱さ
せる。 

非ステロイド性消
炎鎮痛剤(ＮＳＡＩ
Ｄｓ)・ＣＯＸ－２
選択的阻害剤 
 インドメタシン等 

腎障害のある患者で
は、さらに腎機能が
悪化するおそれがあ
る。 

非ステロイド性消炎
鎮痛剤・ＣＯＸ－２
選択的阻害剤のプロ
スタグランジン合成
阻害作用により、腎
血流量が低下するた
めと考えられてい
る。 

（変更なし） 
 

3．相互作用 

(１)併用禁忌（併用しないこと） 

     （省略） 

(２)併用注意(併用に注意すること) 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

（省略） 

カリウム保持性利
尿剤 
 スピロノラクトン
 トリアムテレン等
カリウム補給剤 
 

血清カリウム値が上
昇することがあるの
で注意すること。 

本剤のアルドステロ
ン分泌抑制作用にカ
リウム保持性利尿剤
のカリウム排泄抑制
作用が加わることに
よる。 
危険因子：特に腎機
能障害のある患者 

（省略） 

非ステロイド性消
炎鎮痛剤 
 インドメタシン等

降圧作用が減弱する
ことがある。 

非ステロイド性消炎
鎮痛剤がプロスタグ
ランジンの合成を阻
害し、本剤のプロス
タグランジンを介し
た降圧効果を減弱さ
せる。 

（省略）  
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〈改訂理由〉 
・｢相互作用｣の「併用注意」への「エプレレノン」の追記及び機序・危険因子の変更 

選択的アルドステロン阻害剤であるエプレレノンとＡＣＥ阻害剤との併用により、カリウム貯留

作用が増強し、血清カリウム値が上昇するおそれがあるため、追記して注意喚起を行うことと致

しました。 

 

・｢相互作用｣の「併用注意」の項への「(NSAIDs)」、「ＣＯＸ－２選択的阻害剤」の追記及び機序・危険

因子の変更 

   ＣＯＸ－２選択的阻害剤と腎不全との関連を示す報告やＣＯＸ－２選択的阻害剤とＡＣＥ阻害剤を併

用した場合、腎機能に影響を及ぼす可能性を示す報告があるため、追記して注意喚起を行うことと致

しました。 

また、非ステロイド性消炎鎮痛剤（ＮＳＡＩＤｓ）と同様に、ＣＯＸ－２選択的阻害剤においても、

プロスタグランジンの合成阻害により、プロスタグランジンを介した降圧効果を減少させるおそれが

あるため、追記することとなりました。 

 

〈参考〉 

 ＤＳＵ Ｎｏ.１７０（2008年６月）掲載予定 
 

 

お問い合わせは、担当ＭＲ又は弊社営業本部までご連絡ください。 

㈱陽進堂 営業本部 阿部 

TEL 076-465-5192 FAX 076-466-3110 

以 上 


